
匿名データ・オーダーメード集計（二次的利用）、調査票情報の提供について 

ヒアリングを踏まえた論点（案） 

 

 

 

（匿名データ・オーダーメード集計について） 

 

○利用拡大に向けた周知 

 

 

  ○学術研究、高等教育目的以外での利用に対する考え方 

 

 

○教育利用に対する考え方 

 

 

  ○利用者のニーズを踏まえた二次的利用の開始に向けた検討 

 

 

○提供が開始された調査について対象年の拡大、利用申請期間の拡大 

 

 

 

（調査票情報の提供（法３３条）について） 

 

○利用手続きのあり方 

 

○オンサイト利用 

 

 

 

（共通事項） 

 

○利用者側の責任について 
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